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                説明書         （令和 5 年 8 月 10 日作成） 

（不誠実対応④） 

アルプスの森(施設長：宇津慎史)にホームページにおいて「遺族側の説明会希望」に関し 

明らかに誤った記載を行っており、遺族側は記載内容が誤っている事を指摘したが、一方的

に虚偽記載はないとし、遺族側の指摘に真摯に対応していない。 

 

（詳細事項） 

施設のホームページ上において「遺族側の説明会開催希望」に関し、明らかに誤った記載(を

しており、遺族側は記載内容が誤っている事を指摘し訂正及び虚偽記載の謝罪を要求した

が、一方的に虚偽記載はないとし遺族側の希望を無視し続けている（施設側のホームページ

の記載内容に変更は行っていない）。 

そもそも死亡事故を起こした施設がホームページに死亡事故に対する記事を掲載する前

に、その記事を遺族に確認することは社会通念上、当然と思われるが、そのような確認作業

は一切行っておらず、遺族側の意思などは記事に一切、反映されていない。 

 

6 月 13 日に「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」のホームページ(HP)に掲載された説明

会開催希望に関する説明は以下内容となっている。 

    

 

                  （アルプスの HP より 2023 年 7 月 8 日抜粋） 
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→ 上記文章からすると令和 5 年 3 月 30 日まで、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」は、

遺族側からの説明会の希望が無かったと読み取れるようにしている。さらにはその希望を

「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」が知った時点で、直ぐに説明会開催について検討し

たとのも読み取れるようにしている。 

 

しかしながら実際は、吹田市の担当課を通して「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」に

令和 5 年 3 月 15 日に説明会の希望を伝えており、その時、説明会開催に関し拒否をしてい

る。事実その事を反映し、令和 5 年 3 月 16 日に「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」側

が作成した回答書の文頭に以下の記載が成されている。 

 

 

                    (回答書(令和 5 年 3 月 16 日作成)より抜粋) 

 

→ 回答書(令和 5 年 3 月 16 日作成)文頭にわざわざ説明会に関し言及しており、「アルプ

スの森（施設長：宇津慎史）」は遺族が説明会開催を希望している事を把握していた事が解

る。 

 

さらには同回答書((令和 5 年 3 月 16 日作成))において、以下の記載が文末にある。 

 

 

                   (回答書(令和 5 年 3 月 16 日作成)より抜粋) 

 

→ 「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」は明確に説明会開催に関して回答書(令和 5 年 3

月 16 日作成)において拒否の意向を示している。 

 

これは令和 5 年 3 月 30 日まで、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」は遺族側の説明会開

催希望を知らなかったと読み取れる内容を記載していること、さらには遺族が説明会開催
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希望を示したので直ちに説明会開催の準備を始めたと読み取れる内容を記載していること

は、明らかに事実と異なっており虚偽記載である。 

 

回答書(令和 5 年 3 月 16 日作成)に記載されているような、「アルプスの森（施設長：宇

津慎史）」側が明確に説明会の開催を拒否した事実が記載されていない。 

 

そのため、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」は明らかに説明会開催に関し誤った情報

（もしくは、読み手があえて誤って理解をするような）の記載を「アルプスの森（施設長：

宇津慎史）」のホームページ(HP)上に行っている事が解る。 

 

そこでこの記載に対しての対応を遺族が「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」に訂正と

謝罪を期待したことに対し、当該施設からの回答は以下の通りである。 

 

 

（連絡書（令和 5 年 7 月 7 日作成）より一部抜粋） 

 

しかしながらこれは「見解の相違」でなく、明らかな虚偽(もしくは読み手が誤った様に理

解する)記載である。「見解の相違」として、「客観的事実」から外れた内容を掲載している

段階で、それは嘘・捏造でしかない。 

 

遺族側は 3 月 15 日に吹田市の担当者を通じ施設側に説明会開催の希望が強くあることを

説明している。この吹田市の担当者と遺族とのやりとりは電話で行っている。 

間に入らされた吹田市の担当者は、一旦、遺族との電話を切り、その時点において遺族の

希望を「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」に対して電話で説明したが、「アルプスの森(施

設長：宇津慎史)」は、説明会は予定しないときっぱりと断っている。その断った内容を、

吹田市の担当者は遺族側に電話を再度かけて説明した。 

しかし我々遺族側は、死亡事故を起こしており、遺族が希望しているにも関わらず「アル

プスの森(施設長：宇津慎史)」が説明会をしないのはおかしいと吹田市の担当者に述べ、再

度、吹田市から「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」に電話をして貰っている。 



4 

 

その再度の電話においても、吹田市の担当者に「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」側は

説明会をする法的責任はないので説明会はしないときっぱりと説明会開催を拒否している。  

このようなやりとりがあったので、少なくても間に入らされた吹田市の担当者は、遺族の

希望より 2 度、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」に電話をかけさせられており、遺族側

に 3 度も電話をかけさせられている状態であった。 

 

このように「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」は、事故に関する公な説明を遺族側が

希望するにも関わらず拒否していることや、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」側の多く

の不誠実対応の実態から、このままでは遺族側は「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」は事

故の真相を隠蔽するつもりであると考え、令和 5 年 4 月 5 日から施設に説明会希望を求め

る署名運動を開始した。 

 

これらの一連の流れがあったにも関わらず、「アルプスの森（施設長:宇津慎史）」側の回

答は以下内容であり、遺族側が署名活動を開始した理由も考えず、非常に自己都合に合わせ

た虚偽記載を行っている 

 

 

 
（回答書（令和 5 年 7 月 25 日作成）より一部抜粋） 

 

従って遺族側の説明会開催希望に関しての「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」のホームペ

ージ上での記載内容は、自分達が遺族に対して行ってきた不誠実対応を誤魔化そうとして
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いるとしか思えない。ただ「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」のホームページ記載事項に

関し、遺族側が事実と異なると指摘しても、以下のように認識の差であり、ホームページ記

載事項に関し変更などをしないとのことである。 

 

 

（回答書（令和 5 年 7 月 25 日作成）より一部抜粋） 

 

しかしこれは一方において認識の違いである可能性であっても、相手方の見解を無視して

ホームページ上に見解を記載することを、「アルプスの森（施設長：宇津慎史）」側は認める

との事を意味している。 

 

我々遺族は悠生君が見つかった時、宇津兄弟（宇津雅美、宇津慎史）が、約束をしていた

にも関わらず、一方的に約束を反故にし、悠生君の面談に来なかったこと。そしてその後の

言い訳が社会通念上ありえないことを述べ続けていることに怒りを覚えている。 

 

特に悠生君が命を奪われた事故は、安全対策を守るという約束を一方的に「アルプスの森

（施設長：宇津慎史）」側が反故にしたことによるものである。すなわち、約束を破ること

で悠生君は命を落とすことになってしまったのに、さらにその後の悠生君への対応もまた

約束を破って面談を拒否した。 

 

 

回答書（令和 5 年 7 月 25 日作成）より一部抜粋） 

 

我々遺族は、「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」が、いとも簡単に大切な約束を破ること

が今回の死亡事故のもっとも重大な原因であると認識している。またその約束を破ったこ

とに対する言い訳内容がまともでないとも思っている。 

しかしながら当方の持つこの認識が広く社会で認められるものであるか否かに関しては、

情報を広く社会に公開しなくては判断できない。 

従って宇津兄弟（宇津雅美、宇津慎史）の 2 度目の遺族との約束を破った(警察署に来て
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悠生君との面談との約束を一方的に反故にした)ことに対する言い訳の発言内容をホームペ

ージ上で詳細を明らかにすることは、当然、「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」が行わな

くてはいけない責務であると認識している。 

しかしながら、この責務を「アルプスの森(施設長：宇津慎史)」側が全うしないのであれ

ば、当方が代わりにホームページ上において今までのやり取りを明らかにしていくしかな

いと思われる。 

 

 


